
原田 浩二 氏 プロフィール

略歴 2002年 京都大学薬学部卒業

2007年 京都大学博士（社会健康医学）

2007年 京都大学大学院医学研究科 助教

2009年 同准教授

2002年から京都大学の小泉昭夫教授（現名誉教授）

の研究室でPFASの環境調査、バイオモニタリング、

化学分析法の開発に携わる。近年、沖縄や東京・多摩地区、大阪など

各地のPFAS汚染地域での調査に取り組んでいる。

著書 これでわかるPFAS汚染 暮らしに侵入した「永遠の化学物質」、合同出版、2023

水の安全について学ぶ
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開催日時 ： 2024年 3月 24日 (日) 13時 30分～15時 30分

＊最大延長16時には終了いたします

実施形態 ： オンラインZoomミーティング

＊2日前にURLを配信いたします

講 師 ： 原田 浩二 氏 （京都大学大学院 医学研究科環境衛生学分野准教授）

参 加 料 ： 無 料（事前申込が必要です）

主 催 ： 桂川・相模川流域協議会

協 力 ： 道保川を愛する会

問い合わせ：090-5571-0588 (桂川・相模川流域協議会 市民会員：白鳥)

Mail : watajun1115@gmail.com (平日はお返事出来ないことがあります)

＊参加申し込みは下記URL、もしくは二次元コードより

URL:https://forms.gle/RMkamVWcdjJxkZz19

現在、全国各地で明らかになっている PFAS汚染。

神奈川県でも相模原市、座間市、秦野市など、各地域の地下水、井戸水、河川で基準値

を越える値が検出されており、魚や野菜、他の食品からも検出されています。海外の動向

を見ると、アメリカの一部の州はPFASが全面禁止となり、EUでは PFASの全面禁止を

検討しているところです。

ところが、日本ではPFAS基準値は緩いまま。本当にそれで大丈夫なのでしょうか？

私たちの健康や命に関わることです。国や地方自治体、企業任せにするのではなく、私

たち市民も PFASについて知って、考えていく、そんな学習会になればと思い、次のとお

り勉強会をオンラインにて実施します。多くの方のご参加をお待ちしております。


